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 地下水に含まれる灌漑水の蒸発によって土壌中に集積した塩分による塩害などに

より、世界的には、灌漑された土地の 1/3以上が塩に汚染されていると報じられている。

今後、人口増加に伴う食糧不足が懸念されていることから、食糧生産のための耕地の

新たな開拓や改良が重要な課題と考えられる。食糧増産に有効な方法の一つとして、

塩類に耐性を有する植物やその育種技術の開発が挙げられる。現在、塩耐性遺伝子

を植物に導入することにより、塩耐性の植物の開発が可能なことから、これまでに開拓

された土壌を有効に利用できることが大きな利点である。 

当研究では、食糧としての利用とともに緑化に寄与できる植物を検索して、クズを実

験材料に用いた。クズは、くず粉として知られるデンプン質を蓄積するとともに荒地など

で旺盛に繁殖する植物であり、緑化対策への植物としても利用可能である。耐塩性遺

伝を導入してクズの形質転換をさせるために、クズのカルスを利用することが有効であ

る。クズカルスの利用はこれまでに報告がほとんど無く、研究対象として好適と考えられ

る。そこで、種々のホルモン濃度を用いてクズカルスの誘導を試みた。オーキシンとして

2,4-ジクロロフェノキシ酢酸（2,4-D）、サイトカイニンとしてカイネチンを用いた。所定濃

度の 2,4-D（0～40 ppm）とカイネチン（0～4 ppm）を含む Murashige-Skoog（MS）培地

の固体寒天培地上でカルス誘導の可能性を検討した。カルス誘導には殺菌したクズの

種を用いた。その結果、いずれのホルモン濃度も高い条件がカルス誘導に良好で、10 

ppm の 2,4-D と 1 ppm のカイネチン、20 ppm の 2,4-D と 2 ppm のカイネチンなどのホ

ルモンバランスが最もカルス誘導に有効であった。さらに、同様な培地組成を用いてカ

ルスの増殖条件を検討した。誘導したカルスをホルモンフリーの MS 培地で洗浄後、所

定の 2,4-D とカイネチンを含む MS 培地に置床して、増殖に最適なホルモンバランスを

検討した。その結果、カルス誘導と同様な条件がカルスの増殖に有効なことが示され、

カルス誘導とカルス増殖に対しては、10 ppm の 2,4-D と 1 ppm のカイネチン、20 ppm

の 2,4-D と 2 ppm のカイネチンなどのホルモンバランスが最適なことが示された。また、

増殖したカルスの色を観察したところ、2,4-D 濃度が低い場合には褐変して、細胞増殖

が抑制されることが示された。増殖が良好な条件下では、カルスは緑色を呈していた。 

植物を再分化させる条件や遺伝子導入条件を現在検討中である。遺伝子導入は、

ボンバード法を用いて検討する予定である。 
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